
1 東海地方の伝統(的)工芸品産業の存続に向けた取り組みに関する考察 文化人類学

2 民間学童保育の社会的意義に関する考察ーH社を事例にー 文化人類学

3 戦後日本における睡眠をめぐる問題と解決を模索する取り組みに関する考察 文化人類学

4 独裁者の成り立ちーヒトラーの人生史の分析を通してー 文化人類学

5 感情労働から見るアイドル＝ファン関係ー「推し活」のエスノグラフィーー 文化人類学

6 エチオピア南西部のムルシ族の女性はなぜリッププレートをはめるのか 文化人類学

7 日本サッカーにおける応援文化についてー名古屋グランパスのサポーターを事例にー 文化人類学

8 韓国財閥の政治との癒着についてードラマ「財閥家の末息子を」を通してー 文化人類学

9 フランスの服飾史における黒色の流行と定着 文化人類学

10 ファストファッション産業のサプライチェーンが抱える問題に関する考察ーバングラデシュを事例にー 文化人類学

11 グローバル問題としての古着産業 文化人類学

12 南アフリカ共和国におけるアパルトヘイトとラグビーについて 文化人類学

13 日本におけるエンド・オブ・ライフケアの制度的取り組みとその問題に関する一考察 文化人類学

14 スニーカー革命ー過去・現在・未来ー 文化人類学

15 現代日本の社会運動としてのジェンダーレス・ファッション 文化人類学

16 「新選組」の比較分析ー「新選組」が生み出す新選組イメージー 文化人類学

17 「宗教２世」問題への社会の対応と課題ー虐待の実態と対策に焦点を当ててー 文化人類学

18 アフロフューチャリズムの動向に関する一考察ー映画『ブラックパンサー』を事例にー 文化人類学

19 マイクロアグレッションとは何か 哲学

20 ミーム的観点から見る関連性理論——コミュニケーションにおけるミームの役割—— 言語哲学

21 功利主義からみた競馬産業への評価 哲学

22 幸福の必要十分条件は存在するか -快楽説の検証を通じて- 哲学

23 男女をめぐる権力構造から読み解くジェンダー―フェミニズム批評とフランス文学における女性像・男性像を題材として ジェンダー社会学

24 SNS における既婚女性による不公平感の表出 言語学

25 英語における性別役割語― 女ことばを中心に ― 言語学

26 色彩語に関する言語間比較とその背景－日本語と英語・中国語の比較－ 言語学

27 フェイクニュースの生成過程とは—フェイクニュース・パイプラインを検証する— 言語学

28 ウィトゲンシュタインの写像理論について 哲学

29 映像作品における発達障害の描かれ方 哲学

30 性的マイノリティと教育について 教育哲学

31 フィクション作品に登場するロボットキャラクターの役割語について 言語学

32 漫才の笑いを生む要素の研究―『M-1 グランプリ2019』のネタ分析から― 言語学

33 日本のジェンダーに関する広告炎上の実態と対処法 社会言語学

34 コロナワクチン陰謀論から考察する、現代の陰謀論の姿 哲学

35 日本語と韓国語の言語的女性ジェンダー表現の違い——『82 年生まれ、キム・ジヨン』における会話文の観点から—— 言語学

36 濃尾平野における手焙形土器の流入とその背景 考古学

37 湯ヶ峰以北における下呂石製石器と石材選択―飛騨地方における後期旧石器時代から縄文時代晩期の下呂石利用― 考古学

38 後頭部結髪土偶の系統 考古学

39 ローマ皇帝ネロによるキリスト教迫害─迫害理由の考察と再評価─ 古代西洋史

40 歴史に対する再評価の存在と必要性 哲学

41 古ゲルマン世界における慣習および法制度─身分制や性差からの考察─ 哲学

42 「ディオニュソス」という名称─現代におけるギリシア酒神を身分的視点から考察する─ 哲学

43 プラトン『テアイテトス』171A-Bにおける限定句欠落問題 哲学
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44 『ゲルマーニア』における古ゲルマンの社会状態について─諸身分の関係および農耕経営形態からの考察─ 哲学

45 クラウディウス帝の人物像と評価の遷移 哲学人間学

46 トロイア戦争は実際に起こったのか 哲学

47 フロイトにおけるエディプスコンプレックス概念の変遷ーニーチェとの比較からみるフロイトのエディプス神話観ー 哲学

48 カント倫理学における善意志の考察とその現代的意義 哲学

49 ニーチェの遠近法 哲学

50 形象埴輪から当時の美的感覚を探る 考古学

51 被害・迷惑受身文の体系と迷惑性 言語学

52 打越式の細分研究における課題 考古学

53 日本人の俳句に対する意識の変化について 科学文化論

54 「マルサスの人口問題」は解決されたか？ 科学文化論

55 人は1人で生きていけるのか 科学文化論

56 自己家畜化の進化 科学文化論

57 生物の進化と四割打者がいなくなった理由 哲学

58 軽度ASDの困難について-感覚に注目して- 科学文化論

59 現代宗教の主な役割は集団の結束といえるか 科学文化論

60 フリーライダーは排除すべきか 科学文化論

61 尾張地域における弥生時代中期甕形土器の楕円フーリエ解析 科学文化論

62 学生運動を中心にみる戦後から 1960 年代までの日本の学生像とその変化 文化人類学

63 『万葉集』にみる鎮魂観―死を詠う挽歌から― 文化人類学

64 現代の着物―「日本文化」表象のツールとしての役割と今後― 文化人類学

65 アニメ聖地巡礼は地域社会に何をもたらすのか 文化人類学

66 SNS やマッチングアプリの登場と恋愛のおける若者のコミュニケーションの変化 文化人類学

67 人々はなぜハビエル・ミレイを支持したのか -フレーミング効果の観点から 文化人類学

68 温泉が人々に与える力について-日本における入浴・温泉文化の歴史- 文化人類学

69 プラネタリウムが果たす役割と、そこで働く人々 文化人類学

70 日本における印章の使用の変遷とその行方 文化人類学

71 変化する祭り：国府宮はだか祭の女性参加を事例に 文化人類学

72 日本人と鯨の関わりから捕鯨の未来を考える 文化人類学

73 幸福度を高める人間関係とは ～コロナ禍における人間関係の変化から考える～ 文化人類学

74 イレズミによる入浴「お断り」は何を意味するのか 文化人類学

75 地方への「ライフスタイル移住」がもたらす前向きな効果―日本における移住の変遷と地域づくり― 文化人類学

76 名古屋市における農業振興活動と人々の農業に対する考え 文化人類学

77 ヴィジュアル系バンドのファンにみる「推す」という行為 文化人類学

78 ネパールにおける女性の貧困と社会的包摂の強化―識字教育と参加型開発の相互作用によるアプローチ― 文化人類学

79 なぜ『アンネの日記』は世界中の人々から愛読されているのか 文化人類学

80 尾張藩第7 代藩主徳川宗春の政治について－将軍吉宗との比較－ 文化人類学

81 現代における巡礼の意味－知多四国八十八ヶ所霊場を通じて考察する－ 文化人類学

82 日本におけるオーバーツーリズムの影響と対策―京都、沖縄、白川郷を事例に－ 文化人類学

83 高山右近の生涯―キリスト教を通じて世界にもたらした影響― 文化人類学

84 男色について―稚児男色と戦国時代の「衆道」を例に― 文化人類学

85 秦の始皇帝像についての考察―『キングダム』を手掛かりとして― 文化人類学

86 ヴァイキングの全容とその変遷 文化人類学
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87 本能寺の変－なぜ光秀は信長を討ったのか－ 文化人類学

88 八朔贈答とお中元の歴史から見る日本の贈答文化の社会的意義―人類学的視点から― 文化人類学

89 城下町形成による人々の流入が与える影響～駿府城と名古屋城を比較して～ 文化人類学

90 映像表現と舞台表現の比較―『銀河鉄道の夜』の世界観をめぐって― 文化人類学

91 歴史をどう捉え、伝えていくか～歴史教育で歴史学の本質に迫り、それにより得られるコンピテンス～ 文化人類学

92 神仏習合から見る日本の宗教観の変化 文化人類学

93 PRするキャラクター　―ご当地キャラクターと企業キャラクター― 文化人類学

94 インドカレーに至る道程 文化人類学

95 日本における韓国大衆文化の受容―韓流ブームを中心に― 文化人類学

96 睡眠の考察 文化人類学

97 アメリカン・ドリーム―アメリカ社会の教育格差との関連において― 文化人類学

98 現代日本における結婚の在り方―近代日本の結婚観の変遷から考えるー 文化人類学

99 VRについて 文化人類学

100 ファン行動とファン心理 文化人類学

101 インターネット社会と読書体験　アナログ書籍とデジタル書籍の比較検討 文化人類学

102 都市と地方の格差・地域活性化 文化人類学

103 キプロス問題—キプロス島の今後についての考察— 文化人類学

104 オタク文化・サブカルチャーと経済学 文化人類学

105 紅茶と砂糖ーイギリス社会における消費文化の形成と変容ー 文化人類学

106 日本における喫茶店の文化 文化史

107 古典期・後古典期マヤにおける王権の比較 文化人類学

108 アンデスの悪魔の踊りの考察 文化人類学

109 トウガラシから見る日本、中国、韓国の文化 文化人類学

110 中世最後の皇帝カルロスの栄光 歴史学

111 アンデス形成期の神殿の特徴 考古学

112 「神」による支配ーマヤ文明における王権と神話の関係ー 考古学

113 史料と創作物から見えるカリブ海の海賊とは 文化史

114 蜘蛛伝承の違いについて 民俗学

115 メキシコにおける死生観ー映画「リメンバー・ミー」と比較してー 文化史

116 識字率から見るキューバと日本の教育 文化人類学

117 アンコール遺跡をめぐる文化政策 文化史

118 埴輪の線刻文様 考古学

119 古代アンデスの織物文化 考古学
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